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1　問題設定
　イエスの一番弟子であるシモンがイエスから「ペトロ」という名を与えられ
たという出来事はよく知られている。確かに、四つの福音書全てにおいてイエ
ス自身から名前を与えられることに関する記事がある。ところが、その四者の
記事は相互に大きく異なっている。この違いはどうして生まれたのか。そもそも、
イエスがペトロに名を与えたという出来事は歴史的事実といえるのか。「ペトロ」
という名前を持つイエスの弟子が存在したことは間違いないであろうが、それ
がどこから生まれたかについて、聖書は必ずしも確実な情報を提供しているわ
けではない。
　本小論では、イエスがペトロに名を与えたというエピソードを検討し、その
史実性および各福音書記者がそのエピソードに付与した意味を考察する1。まず
ペトロの命名に関する四福音書の記述を個別に検討する。それらに見られる共
通点・相違点を踏まえ、各福音書の記述の背景を考察する。
　ペトロの歴史的な姿についての研究は、資料が限られているために大変困難
である2。ペトロ自身の手になる文書は無く3、事実上福音書のみが資料となる。
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 1 なお「ペトロ」という名そのものの意味についての研究は多数あるが、本論文のテーマか
ら外れるためここでは取り扱わない。
 2 ペトロの全体像を描いた主要な文献は以下の通り。G. R.  Balleine, SIMON whom he 
surnamed Peter: A Study of His Life, London: Skeffington, 1958; O. Cullmann. Petrus. 
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ペトロは弟子の中で頻繁に言及されているものの、人物像を描き出すのに十分
とは言えない。本小論のテーマであるイエスのペトロへ名付けの場面について
の研究も十分に研究されてきたとはいえない。多くの研究は四福音書の記述の
背景には歴史的事実があるという前提に立っており、そもそも聖書におけるペ
トロの記述について疑問を持たれること自体が少ないように感じられる。本小
論はペトロに対するイエスの命名記事について考察することを通し、新約聖書
におけるペトロ像に対する貢献を目指すものである。
2　本文の検討
2.1 　ペトロへの命名に関するテクスト
　ペトロへの命名を示すテクストには以下のようなものがある4。それらを順次
検討する。
Zürich: Zwingli Verlag 19602（クルマン（荒井献訳）『ペテロ』新教出版社、1965年）; 
Pesch, R. Simon-Petrus. Stuttgart: Anton Hiersemann, 1980; Brown, Raymond E., 
Donfiried, Karl P., Reumann, John (eds.) Peter in the New Testament. Minneapolis, Minn.: 
Augusburg, 1973（間垣洋助訳『新約聖書におけるペテロ』聖文社、1977年）; Thiede, C. 
P. Simon Peter: From Galiee to Rome. Exeter; Paternoster, 1986; Perkins, P. Peter: Apostle 
for the Whole Church. Sourh Carolina: Univ. of South Carolina, 1994; Grant, M. Saint 
Peter: A Biography. Scribner, 1994; Dschulnigg, P. Petrus Im Neuen Testament. Stuttgart: 
Katholisches Bibelwerk, 1996; Timothy Wiarda, Peter in the Gospels, WUNT II 127, 
Tübingen: Mohr Siebeck, 2000; Lampe, P. “Artk. Petrus,” in: RGG4 VI, 1160. Tübingen: 
2003; 小河陽『パウロとペテロ』 講談社、2005年; Hengel, Martin. Der Unterschätzte Petrus. 
Tübingen: Mohr Siebeck, 2006（川島貞雄訳『ペトロ』教文館、2010年）; Ehrman, Bart D. 
Peter, Paul & Mary Magdalene: The Followers of Jesus in History and Legend. New York, N.Y.: 
Oxford, 2006; 川島貞雄『ペトロ』（人と思想） 清水書院、 2009年; Zwierlein, Otto. Petrus 
in Rom: Die Literarischen Zeugnisse. Berlin/New York: de Gruyter, 2010; Becker, Jürgen. 
Simon Petrus Im Urchristentum. Neukirchen-Vluyn: Neukirchener, 2011; Helyer, Larry 
R. The Life and Witness of Peter. Downers Grove, IL: InterVarsity Press, 2012；Böttrich, 
Christfried. Petrus: Fischer, Fels Und Funktionär. Leipzig: Evangelische Verlagsanstalt, 
2013.
 3 本論ではペトロの手紙1、ペトロの手紙2がペトロ自身の執筆でないという立場をとる。
 4 以下の本文について、ギリシャ語原文はネストレ＝アー ラント第28版に基づいている。
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2.1.1　マルコ福音書
　マルコ3:16以下では、十二弟子のリストに始めにシモンが挙げられており、そ
こで「〔イエスは〕シモンにペトロという名を与えた」と述べられている。「与えた」
（evpe,qhken）の主語は文脈から見てイエスであり、イエス自身がシモンにペトロ
という名を与えたことが明らかである。マルコの記述によれば、イエスがペト
ロと命名したのは十二弟子を選んだ時となる。シモンへの命名は宣教の最初に
なされたと説明されることが多いが、十二弟子の任命は確かにイエスの宣教活
動の初期ではあるものの、「最初」というほどではないだろう5。
　マルコの記述は比較的明確であり、弟子を選んだ際にシモンに名を与えたこ
とになっている。ペトロという名前が弟子の筆頭（リストの最初）に挙げられ
たシモンに与えられたこと、それはイエス自身による命名であること、がイエ
スの命名行為の主要要素である。
2.1.2　マタイ福音書
　マタイ4:18におけるペトロの召命の場面で、「ペトロと呼ばれるシモン」とい
う紹介が見られる。並行箇所であるマルコ1:16では「シモン」のみであることから、
これはマタイの編集による付加である6。「呼ばれている（lego,menon）」にはイエ
スの命名行為は含まれておらず、シモンに別称があるという事実を提示している。
　マタイ10:2ではマルコと同様に十二弟子のリストが挙げられ、十二弟子の「最
初の者はシモンで、ペトロと呼ばれている者」とされている。最初にシモンが
挙げられており、彼がペトロと呼ばれることが示されるのはマルコと共通して
いる。しかしマルコ3:16と異なり、ここでは「ペトロと呼ばれている（lego,menoj）」
と説明されるのみで、イエスによる命名行為は示されていない。マタイ4:18と同
じくこの箇所でも、シモンはペトロと呼ばれている、という事実を述べている
 5 命名を最初期とみなす傾向は、ヨハネ1:42の記述に影響を受けていると考えられる。
 6 ここから、マタイがペトロという名称に強い関心を抱いていることが分かる（cf. 田川建三『新
約聖書　訳と註　1マルコ福音書／マタイ福音書』作品社、2008年、543頁）。
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のみである7。
　またマタイ16:18では、イエスはシモンに対し「あなたはペトロである」と言
う（su. ei= pe,troj）。これを命名行為と見なすかどうかについては議論が分かれる。
この言葉について、イエスが「ペトロ」という名をシモンに与えたという解釈と、
イエスがシモンは「ペトロと呼ばれる存在である」事実を確認したに過ぎない
という解釈が考えられる。前者に関しては、他の福音書では「名づける」に類
した積極的意味をもった動詞が使われているのに対し、マタイ16:18では繋辞と
なる動詞によって「あなた（シモン）＝ペトロ」が示されており、「名付け」と
いう積極的行為とみなすのは難しい。後者の解釈については、マタイ10:2の「呼
ばれている」という事実の叙述とも共通している。この部分では「ペトロ」と「岩」
を関連付けて教会と結び付けているが、これは明らかに後代に発展した思想で
ある。その時期には、すでに「ペトロ」という名前は当然のものとなっており、
ゆえにマタイにおいては事実確認のみでよかったということになるだろう。
　ただし、イエスによる命名と類似した意図は残されていると考えられる。「あ
なたはペトロである」という言葉がイエスによって発せられていることは、イ
エスがその事実を確認したということである。マタイ4:18と10:2では「呼ばれて
いる」という記述のみで、これがイエスによるものであるということは明確で
はない。16:18での記述によって初めて、イエスが「ペトロ」という名を述べた
ことになる。
　以上から、マタイにおいてはイエスの命名行為は明確ではない。「ペトロ」と
いう名前の人物がすでに当然のものとみなされており、その事実を確認するの
みである。
2.1.3　ルカ福音書
　ルカ6:14はやはり十二弟子のリストであるが、ここでは「彼〔＝イエス〕がペト
 7 これを「イエスから」ペトロと呼ばれている、と解釈することも不可能ではないが、やや
無理があろう。
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ロとも8名付けたシモン」という表現になっている。ここでは動詞（wvno,masen）によっ
ても、イエスの名付けは明確に示されている9。マルコと類似の記述ながら10、ル
カにおいては名付けが十二弟子の選出の際かどうかは実は明確ではない11。ルカ
の記述によれば、イエスの名付けは明らかだが、それがいつかという点は重視さ
れていないことになる。
　なおルカ文書である使徒言行録10:5には「ペトロと呼ばれるシモン」という表
現がある。ただしマタイとは動詞が異なっている（evpikalei/tai）。この箇所にお
いて、イエスによる命名は示されていない。
2.1.4　ヨハネ福音書
　ヨハネ1:42では、イエスがシモンを見つめ、「あなたはヨナの息子シモンである、
あなたはケファ（それはペトロ12と訳される）と呼ばれることになるだろう13」
と言う。多くの日本語訳では「…と呼ぶことにする」（新共同訳・聖書協会共同訳）
など、まるでイエスの命名行為のように訳しているが、実際には受動の未来で
あり、イエスの行為のように訳すのは適切ではない。ヨハネ福音書の物語にお
いては、イエスは宣教の最初期にシモンと出会い、その際にシモンの将来の呼
び名を予言するという話になっている。これをイエスの命名行為ということは
 8 kai , は通常翻訳されないことが多い（KJV, ASV, WEBでは “also”、Elberfelder (1905), 
Schlachter (1951), Luther (2017)では “auch”と訳出）。日本語訳では岩波訳、前田護郎訳
が訳出している。
 9 動詞「名付ける」（o vnoma ,zw）の福音書での用例は少なく（マコ3:14、ルカ6:13, 14。なお
使19:13）、しかも十二弟子の任命と関わっている。
10 マルコとルカの記述は一致していると考えられることが普通だが（例えば Eherman, 
Peter, Paul & Mary Magdalene, 14）、詳細に検討すると異なる記述とみなせる。
11 多くの研究者はルカにおいても十二人の選出時にペトロという名付けがなされたと考えて
いるが、類似するマルコの記述に影響されていると思われる。ルカの本文からそのように読む
ことは難しいだろう。
12 新共同訳・聖書協会共同訳・フランシスコ会訳は「岩」、新改訳2017・田川建三訳（田川
建三訳著『新約聖書　訳と註　5ヨハネ福音書』作品社、2013年、10頁）は「ペテロ」と訳す。
原文ではpe ,trojであり、この語は通常「岩」の意味で用いるpe ,traとは異なるため、ここは固
有名詞の「ペトロ」と訳すべきである。
13 フランシスコ会訳「…呼ばれるであろう」、田川訳「呼ばれるのであろう」。
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できない。
　ヨハネにおいて興味深いことは、イエスは「ケファ」という名前を提示して
いることである。「ペトロ」はケファの訳語として提示されている。これをより
古い伝承と考える研究者もいる14。
2.2　聖書外資料
　現存する聖書外文書にはペトロの名前を冠したものが多く見られるものの、
その内容の多くは伝説的であり15、命名に関する記事は少なくとも現存していな
い16。それらは「ペトロ」の名を当然のものとして扱っている。
3　考察
3.1　イエスによる命名行為は史実か
　上記で検討した本文を比較すると、マルコとルカはイエスによる命名行為を
明示している。しかし両者とも、イエスがどのような時に、どのような場面で
命名したかは記していない。このことは、伝承の形成過程において「イエスが
名付けた」という事柄が時間的・空間的枠組みから切り離され、独立したもの
となっていたことを示していると言える17。言い換えれば、イエスがペトロと名
14 「ケファ」は新約で9回用いられており、福音書では１個所のみ（ヨハ1:42）、パウロ書簡に
8回現れる（1コリ4回、ガラ4回）。パウロは「シモン」という呼び方を用いず、また「ペトロ」も
2回のみである（ガラ2:7, 8）。
15 「弟子ペテロに関する資料としては正典福音書だけが問題になる。外典福音書は、その
範囲を越えて、伝説的資料を提供するだけであるから」（クルマン『ペテロ』18頁）
16 F. Lapham, Peter: The Myth, the Man and the Writings: A Study of Early Petrine Text and 
Tradition, JSNTSup 239, Sheffield: Sheffield Academic, 2003はペトロに関する文書をまとめ
て扱っており有益である。
17 「イエスがペテロに別名を与えた瞬間の記憶は、それが福音書の多くのほかの物語の『枠』
におけると同様に、伝承の過程で失われてしまった」（クルマン『ペトロ』23頁）。また「明らかに、
福音書が書かれた頃までに、その〔命名という〕出来事の記憶は正確な
3 3 3
時期と正確な
3 3 3
場所に
ついて分からなくなるほどに薄れてしまい、思い出すことができなかったのである」（Margaret 
H. Williams, ‘From Shimon to Petros’, in: Bond, Helen K & Hurtado, Larry W. (eds.) 
Peter in Early Christianity. Grand Rapids, Mich.: Eerdmans, 2015, 38（傍点原著、〔〕は訳注）。
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付けたという点が重視され、伝承されていたのである。
　マルコとルカではどちらがより古い伝承であろうか。マルコは「名を与えた
（evpevqhken ovno,ma[ta]）」という表現を用いているが、ルカは「名付けた、…という
名で呼んだ（wvno,masen）」という動詞を用いている。どちらの表現も大きな意味
上の違いはないといってよいが、マルコのほうが「イエスが名付けた」という
行為に重点を置き、ルカは「イエスがそのように呼んでいた」ということを踏
まえていると言えるかもしれない。ルカがマルコにおける表現をより簡潔なも
のに直したと考えるならば、マルコの方がより古いといえるかもしれないが18、
ルカがこの動詞を「…という名で呼んだ」という意味で用いているとすれば19、
それは「名付け」よりもさらに一般的な行為であり、より古い伝承を反映して
いる可能性がある。ここでは、「ルカの方がマルコより古い伝承を反映している」
と提案する。
　マタイとヨハネは命名行為そのものを明確に語っていない。マタイは現在形
で「あなたはペトロである」と語り、事実を確認する。しかも教会設立の伝承
と関連づけられ、かつ言葉遊びのようになっている。これをマルコ・ルカの記
述と比較すれば、イエスによる名付けに関する伝承を拡張していることが明ら
かである。しかも教会と関連づけられていることは、時代的にもより後のもの
ということを示している。
　それに対して、ヨハネは未来形で「ペトロと呼ばれるであろう」と述べている。
これは通常、ヨハネで命名場面が福音書冒頭に置かれているために、将来を先
取りして述べているゆえに未来形となっていると説明される20。「ペトロと呼ば
18 福音書の成立時期からすればマルコの方が古いと言えるが、それぞれの福音書記者が
自分の持っていた伝承を反映して記述したとすれば、必ずしもそうは言えない。
19 動詞 o vnoma ,zw はルカ文書において3回（ルカ6:13, 14、使19:13）用いられるが、ルカ6:13
と6:14は「名付ける」「呼んでいる」のどちらの意味でも通じる。しかし使19:13はユダヤ人祈
祷師がイエスの名を「呼んだ」（新共同訳「唱えた」）であり、これは「名付けた」という意味
にはならない。とすれば、ルカ6章の2例においても同様に、ルカが「呼ぶ」という意味でこの
動詞を使っている可能性は十分にある。
20 たとえば小河『パウロとペトロ』49頁など。なお川島はこの未来形を「今からのち」の意
味であろうと解釈しているが（川島『ペトロ』74頁）、他福音書の物語に引きずられた解釈であ
ろう。
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れるようになる」という表現は、先述のようにイエスの命名行為を意味してい
ない。これはむしろルカの「呼ばれている」に近いと言えるかもしれない。
　以上の四福音書の記述からは、イエスによるシモンへの命名行為、つまりイ
エスが「ペトロ」という名をつけたかは実は明確でないことが分かる。史実性
が十分あるとみなせるのは、「イエスがシモンのことをペトロとも21呼んでいた」
ことに留まる。それはイエスの命名行為と必ずしも同義ではないことに注意す
べきである。もちろん「呼んでいた」のであるから「名付け」があったと推測
はできるが、現在各福音書に見られるような名付けの場面は史実とは言えず、
各福音書記者の用いた伝承ないし記者の思想を反映しているとみなすべきである。
3.2　イエスの命名行為の意義
　イエスがペトロに名前を与えたという行為は、どのような意義を持つのであ
ろうか。マタイ16章はもちろん教会におけるペトロの位置付けを表すものである。
また旧約に見られるアブラハムやヤコブの改名の事例を踏まえて、新しい名前
は新しい生き方の開始を表すという説明も良く見られる22。これらは命名という
事柄一般について説明するものである。
　これまであまり強調されていないことは、名前を付与した時期や状況がどの
ようであれ、この伝承群の根幹にあるのは「ペトロという名前はイエス自身に
由来する、あるいはイエスが証言しているものである」という点である23。これ
はペトロという名前、およびペトロその人に対し、イエスの名を用いて権威付
けを行っているということである。先に見たように、史実と言えるのはルカに
見出される「イエスがペトロと呼んだこと」のみであった。他の福音書は、そ
れに命名行為やその名前の意義などを付加している。マルコはイエスがペトロ
21 「も」はルカの記述を踏まえたものである。福音書においてはより著名な「ペトロ」が多用
されているが、イエスが「シモン」「ペトロ」の両方を使っていたことも史実といってよいだろう。
22 たとえば小河『ペトロとパウロ』47頁など。
23 ウイリアムスは命名記事における重要な点として、福音書記者たちが（1）イエスがこの新
しい名に責任あること、（2）新しい名は宣教の冒頭に与えられたことを挙げている（Williams, 
‘From Shimon to Petros’, 38）。
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と「名付けた」ことを明確にした。これは「ペトロ」という名前に大きな権威
を与える行為である。イエスがそう「呼んでいた」、というだけでなく、その名
前をイエスが「与えた」と述べることにより、イエスとシモンとの関係の深さ
を示すことが出来る。またマタイはさらに進んで、教会の基礎となるというペ
トロの意義をイエスに語らせた。マタイおよびヨハネにおいては、「ペトロ」と
いう名前の存在は前提となっており、その解釈が提示されていることになる。
　また命名の記事がおおむね各福音書の始めの方に置かれていることも、しば
しばペトロに与えられた新しい使命として説明されるが24、まさに各福音書記者
はシモンが新しい任務を担っていると考えたゆえに、その場所に置かれている
と考えることができる。
　このように、イエスの命名行為における四福音書間の違いは、それぞれの福
音書記者の意図を表したものであり、命名行為に対する彼らの解釈の発展を示
すものとなっている。
　
3.3　「シモン・ペトロ」という呼称
　「シモン」や「ペトロ」という呼称は、単独で用いられるほか、「シモン・ペトロ」
という組み合わせの形でも表れる25。この組み合わせはマルコには無い。マタイ
では唯一16:16に現れており、これはペトロによるイエスへの信仰告白の場面で、
地の文にある表現である26。ルカ5:8はペトロの召命物語の中で、やはり地の文に
ある27。共観福音書ではほとんど用いられないのに対し、ヨハネ福音書において
24 「すると、綽名をつけることは、まさに今始まろうとしている彼らの生涯の新しい時期にお
いて彼らが占める特権的な地位を示そうとするイエスの仕方なのである」（Williams, ‘From 
Shimon to Petros’, 38）。本小論の趣旨からは、これはイエスの仕方ではなく、各福音書記
者の仕方ということになる。
25 マタ16:16、マコ無、ルカ 5:8、ヨハ1:40, 6:8, 6:68, 13:6, 9, 24; 18:10, 15, 25; 20:2, 6; 21:2, 
3, 7, 11, 15。
26 これに並行するマルコ8:29、ルカ9:20ではいずれも「ペトロ」となっている。
27 この記事については、共観福音書に並行箇所は無い。
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は多用されており、実に15例にのぼる28。これらの用例が全て、地の文の中に現
れている。
　そもそも、「シモン・ペトロ」という呼称は奇妙である。「シモン」がいわゆ
る本来の名前であったことは疑いない29。仮に、イエスがシモンに「岩」の意味
を持つ添え名（ケファなりペトロなり）を与えたのが史実であったとしよう。「シ
モン」も「ペトロ」も同じ人を指す言葉であるから、そのいずれかを用いれば、
指示する対象は明らかとなる30。両方を同時に用いる必要はないのであり、実際
に共観福音書では「シモン・ペトロ」という呼称の用例は僅かである。それは
イエスの命名以前以後で名前が変わる（以前は「シモン」、以後は「ペトロ」）
ことに見られる各福音書の主張とも関連するであろう31。
　「シモン・ペトロ」という複合呼称を特異的に多用しているのはヨハネ福音書
である。このことが意味するのは、「シモン・ペトロ」という称号は（少なくと
もヨハネ福音書の時代ないし地域においては）それでひとまとまりの固有名詞
として扱われていたということであろう。これがイエス等の発言の中ではなく、
28 ヨハネ福音書において「シモン」単独は6例（1:41, 42 (x2), 21:15, 16, 17）で、さらにその
中で「ヨハネの子シモン」は4回（1:42, 21:15, 16, 17）。「ペトロ」単独は16例（1:42, 44; 13:8, 
37; 18:11, 16(x2), 17, 18, 26, 27; 20:3, 4; 21:7, 17, 20）。
29 「シメオン」がヘブライ語の形、「シモン」がギリシャ語の形であり、新約聖書でペトロに
言及する際には2例を除いて（使15:14、2ペト1:1）常にギリシャ語形である。これはもともとの
「シメオン」が類似の発音であるギリシャ語「シモン」に置き換えられたのか、あるいはペトロ
自身がギリシャ語形の名前を持っていたのかははっきりしない（cf. クルマン『ペトロ』19頁）。
なおボクミュールは、ペトロの出身地がヘレニズム化されていたゆえに、シモンは若いころか
ら「ペトロス」というギリシャ語の愛称を持っていたと想定し、イエスからもらったのはアラム
語の「ケファ」のみであったとすれば、福音書間の矛盾は解消できると主張する（Bockmuehl, 
Markus. Simon Peter in Scripture and Memory. Grand Rapids, Mich.: Baker, 2012, 22）。ボ
クミュールの仮説が正しいとすれば、ルカに記述されている「呼んでいた」という表現がより
古いという本小論の仮説を支持するものとなる。
30 実際、「ペトロ」という名前は「急速に一般に行き渡り、広い範囲に亙ってシモンという名
を押しのけ」たのである（ヘンゲル『ペトロ』28頁）。
31 「何かある特別の状況を約束として示すような語、そしてそれを担う者を義務付けるような
語を別名として選ぶ」（クルマン『ペテロ』21頁）、「この命名は…ペテロが今後担うべき意義と
役割の意味を込めて、新しい名前を与えたものと理解すべきだろう」（小河『ペテロとパウロ』
47頁）など。
イエスによる「ペトロ」の命名 31
地の文においてのみ用いられているということも、傍証の一つとなる。地の文
は著者の影響を強く受けているからである。つまりこれは伝承素材ではなく、
ヨハネ福音書が作成された環境に強く依存している。
　さらに、この「シモン・ペトロ」という呼称が生まれた理由を考察してみたい。
他のシモンたちと区別する必要があるから、というのは一つの理由であろう32。
しかしマルコには、もちろんイエスがペトロと名付けたという説明はあるものの、
この呼称そのものは用いられていない。「熱心党のシモン」という表現が見られ
るように（マコ3:18）、マルコも複数の「シモン」を区別する必要性は感じてい
たようであるが、それでも「シモン・ペトロ」という呼称は用いていないのである。
これは他の共観福音書においても同様である。
　この呼称が生まれた別の理由として、「シモン・ペトロ」という一組の表現に
おいて「ペトロ」はそもそも訳注であった可能性が考えられるのではなかろうか。
実際、ヨハネ1:42ではケファの訳注として「ペトロ」が挙げられている。より短
い形で「シモン、（訳せば）ペトロ」といった表現が用いられているうちに、「シ
モン」と「ペトロ」が（ちょうど「イエス・キリスト」が一個の呼称として扱
われるようになったように）一つの呼称、「シモン・ペトロ」になった可能性は
十分あると思われる。
　またこれは「シモン・ケファ」という呼称が新約聖書に（そして聖書外文書
においても）現れない理由でもあろう33。「シモン」が「ケファ」と並べられて
用いられることはない。これは「シモン」と「ケファ」が常に別々に用いられ
ていたことを示唆しており、おそらく「ケファ」が広く用いられたと思われる
アラム語圏のパレスチナにおいては、この両者を同時に用いる必要はなかった
のであろう。
32 cf. ヘンゲル『ペトロ』28頁。
33 シリア語訳では「シモン・ケファ」という表記が見られるが（cf. クルマン『ペトロ』20頁）、
これはギリシャ語「ペトロ」からの翻訳であるためここでは考察の対象外とする。また「シモン」
はギリシャ語名、「ケファ」はアラム語名であるから複合することはないという反論も考えられるが、
「シメオン／シモン」が第二神殿期に広く用いられた固有名詞であるとするなら（Helyer, Peter, 
20）、別の言語の添え名があっても不思議ではない。
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4　まとめ
　ペトロ像の再構成は資料制約のために常に困難が付きまとわざるを得ない。
そして四福音書に描かれたイエスによるペトロへの命名行為は素朴に史実と見
なされてきたのが実情である。しかし詳細に検討すると種々の問題点が浮かび
上がる。伝承の核にあり、そして史実と考えられるのは「イエスがシモンをケファ
／ペトロと呼んでいた」という事柄のみであり、その他の記述は（命名行為も
含めて）福音書記者による解釈・拡大である。そしてそれらの記述を比較する
ことで、各福音書記者の意図や意識が見えてくる。それはこれまでに固定化し
てしまっているペトロ像、またペトロに関する言及の再検討をさらに促すこと
になるだろう。
